
市 議 会 だ よ り 第１８８号2010年（平成22年）１月１日（３）

　

菅
野
、
真
間
、
須
和

田
地
域
に
、
公
民
館
、

街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
防
災
拠
点
、
多
目
的
広

場
等
の
ご
要
望
を
頂
き
、
日
出
学
園
隣
菅
野
６
丁

目
敷
地
内
、
約
６
千
㎡
に
着
工
予
定
と
な
り
ま
し

た
。
自
然
と
文
化
の
息
づ
く
街
づ
く
り
を
基
本
理

念
と
し
、
本
年
も
現
場
第
一
主
義
に
徹
し
、
皆
様

方
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
為
、
頑
張
り
ま
す
。

か
い
づ
　

勉
（68）

道

須

和

田

２

～

33

～

９

（
３
７
３
）１
２
２
５

　

景
気
の
回
復
、
財
源

を
伴
う
地
方
分
権
の
強

化
推
進
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
特
に
慢

性
的
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
居
る
医
療
、
介
護
、
子

育
て
は
深
刻
な
状
況
で
す
。 

「
生
活
現
場
第
一
」 

「
一
人
の
声
を
大
切
に
」
と
の
政
治
姿
勢
の
基
、

人
間
主
義
に
立
脚
し
た
、
安
心
・
安
全
の
街
づ
く

り
に
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

大
川
正
博

（61）

公

明

党

幸
２
～
１
～
３
～
Ａ
～
１
０
１
３

（
３
９
７
）７
０
２
８

　

政
権
交
代
‥
‥
国
の

生
き
方
が
変
わ
る
。
国

民
も
こ
の
政
権
に
三
年
間
は
任
せ
て
み
た
ら
ど
う

か
。
首
相
が
一
年
毎
に
代
わ
る
の
は
う
ん
ざ
り
だ
。

就
職
支
援
に
全
力
を
あ
げ
ろ
。
医
療
崩
壊
も
同
じ

だ
。
教
育
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
並
み
に
国
が
力
を
入

れ
ろ
。
弱
者
に
も
っ
と
目
を
向
け
ろ
。
以
上
の
視

点
に
立
ち
市
川
市
の
行
政
は
行
わ
れ
る
べ
き
だ
。

佐
藤
義
一

（67）

市
民
連
合
・
あ
い

大

洲

３

～

14

～

２

（
３
７
６
）６
１
８
６

　

政
権
の
交
代
に
よ
り
、

国
政
の
影
響
が
、
本
市

に
も
波
及
し
て
く
る
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
不

景
気
の
中
、
本
市
も
税
収
減
を
踏
ま
え
て
、
市
政

を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
策
に
つ
い

て
も
、
優
先
順
位
を
定
め
て
、
議
会
に
お
い
て
も

充
分
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
豊
か
な

市
川
市
を
目
指
し
て
、
本
年
も
頑
張
り
ま
す
。

松

井
　

努
（62）

緑

風

会

福

栄

３

～

19

～

５

（
３
９
５
）６
１
６
６

　

国
は
政
権
交
代
で
新

年
を
迎
え
、
本
市
は
新

市
長
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
。
心
新
た
に
「
現
場
第

一
主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
育
て
支
援
、
信
頼

あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
住
ん
で
良
か

っ
た
市
川
を
、
安
心
、
安
全
な
街
を
築
い
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り

ま
す
様
に
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
妙
子

（61）

公

明

党

鬼

高

２

～

９

～

11

（
３
３
６
）７
９
５
４

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
様

の
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
た
め
に
、
本
年
も
全
力
で

働
い
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
対
話
し
な

が
ら
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
人

に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
な
ど
「
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
市
川
」
を
目
指
し
て
と
こ
と
ん
頑
張
り
ま
す
。

戸
村
節
子

（57）

公

明

党

南

八

幡

５

～

15

～

７

（
３
７
７
）１
７
３
５

　

新
年
は
心
が
清
々
し

く
朝
が
明
け
ま
す
。
教

育
と
地
域
に
力
点
を
置
い
て
今
年
も
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
意
見
を
伺
い
、
市
政
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
介
護
や
子
育
て
支
援
も
尚
一
層
、
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
就
職
が
決
ま
っ
た
と
い
う
一
本
の
電

話
が
心
を
明
る
く
し
ま
す
。
市
川
は
住
み
や
す
い

町
、
人
に
や
さ
し
い
町
で
あ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

湯
浅
止
子

（62）

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

大
野
町
３
～
１
７
６
６

（
３
３
７
）７
１
７
５

　

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
国

政
が
動
き
、
今
年
は
地
方
が
変
革
す
る
時
で
す
。
市

川
市
政
・
議
会
は
市
民
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
市

民
本
位
の
行
政
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
厳
し
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
行

政
の
無
駄
を
除
き
、
本
当
に
市
民
が
必
要
と
す
る

政
策
を
推
進
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

坂
下
し
げ
き

（35）

ニ
ュ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

中

国

分

３

～

９

～

５

（
３
１
８
）４
６
４
９

　

謹
ん
で
新
春
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
バ
ス
路
線
『
柏
井
線
』
の
下
総
中
山
駅

乗
り
入
れ
と
船
橋
法
典
駅
経
由
の
増
便
を
、
多
く

の
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
、
運
行
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
本
年
も
市
民
が
今
、
何
を
必
要
と
し
、

何
を
未
来
に
築
く
べ
き
か
を
自
分
自
身
に
問
い
か

け
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

加
藤
武
央

（55）

自
由
ク
ラ
ブ

柏
井
町
１
～
１
６
０
３
～
30

（
３
０
３
）１
７
０
７

　

市
政
全
般
を
鳥
の
目

で
、
地
元
地
域
を
ア
リ

の
目
で
、
そ
し
て
常
に
市
民
の
目
線
で
。
地
方
分

権
が
現
実
と
な
り
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用

し
た
市
民
生
活
第
一
の
安
全
・
安
心
な
社
会
、
街

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
初
心
忘
れ
ず
ガ
ン
ガ
ン
頑
張
り
ま
す
。

中
山
幸
紀

（59）

自
由
ク
ラ
ブ

南
大
野
２
～
４
～
Ｃ
～
８
０
６

（
３
３
８
）１
８
３
０

　

現
在
、
東
京
外
郭
環

状
道
路
の
完
成
に
向
け

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い

都
市
基
盤
の
整
備
、
心
の
通
っ
た
街
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
介
護
の
問
題
を

含
む
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
救
急
医
療
体

制
の
充
実
等
も
然
り
で
す
。
今
年
も
皆
様
の
お
声

に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

増
田
三
郎

（74）

自
由
ク
ラ
ブ

大

和

田

２

～

12

～

２

（
３
７
７
）８
８
８
３

　

新
年
を
迎
え
、
市
政

も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
夢
と
希
望
の
持

て
る
、
社
会
と
市
政
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
、
福
祉
、
子
育
て
の
充
実
で
安
心
し
て
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
市
政
に
す
る
こ
と
が
、
共

通
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

大
き
く
前
進
で
き
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
瓶
忠
良

（66）

日
本
共
産
党

平

田

４

～

23

～

21

（
３
７
０
）０
４
３
１

　

昨
年
は
中
国
分
で
、

自
治
会
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
反
対
運
動
し
、
住
友
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

を
断
念
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
、
デ
コ
ボ
コ
歩
道
の
改
善
や

危
な
い
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
、
信
号
機
の

設
置
を
、
な
ど
市
や
県
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

清
水
み
な
子

（52）

日
本
共
産
党

菅
野
２
～
14
～
14
～
２
０
６

（
３
２
３
）３
６
４
０

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
民
主
党
連
立
政
権
の
誕
生
に
よ
り
「
地

域
主
権
」
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

都
市
間
競
争
の
時
代
を
迎
え
る
中
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
お
聞
き
し
つ
つ
、
市
川
市
の
進
路
の
誤
り

な
き
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

荒
木
詩
郎

（55）

民
主
ク
ラ
ブ

塩
浜
４
～
２
～
50
～
６
０
１

（
３
９
５
）８
１
７
１

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
年
、
20
年
後
の
市
川
の
未
来
を
見
据
え
、
あ

る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
、
今
年
も
市
政
の
改
革

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
ん

で
良
か
っ
た
、
住
み
た
い
と
思
え
る
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
街
「
市
川
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
永
鉄
兵

（35）

緑

風

会

市
川
３
～
27
～
20
～
１
３
０
６

（
３
２
３
）１
３
０
４

　

新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
今
、
本
年
も
幅
広
い
視
野
を

心
掛
け
、
現
実
的
に
考
え
具
体
的
に
行
動
す
る
こ

と
を
信
念
に
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
将
来
を
見

据
え
た
市
政
発
展
の
為
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。
皆
様
に
と
っ
て
本
年
も
素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

並
木
ま
き

（31）

民
主
ク
ラ
ブ

下
新
宿
22
～
２
～
Ⅳ
～
１

（
３
５
６
）０
４
３
０

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
、
幸
多
く
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
大
衆
と
と

も
に
語
り
、
大
衆
と
と
も
に
戦
い
、
大
衆
の
中
に

死
ん
で
い
く
」 

と
の
公
明
党
立
党
精
神
を
原
点
に

研
鑽
・
誠
実
・
清
潔
・
正
義
の
議
員
と
し
て
戦
う

所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大

場
　

諭
（53）

公

明

党

下

貝

塚

１

～

14

～

34

（
３
７
２
）９
８
９
４

　

期
待
と
不
安
の
錯
綜

す
る
時
代
を
迎
え
る
中

で
「
生
活
を
守
り
抜
く
」
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
と
同
時
に
議
員
の
質
が
問
わ
れ
る

時
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と

結
び
つ
き
、
現
場
を
歩
き
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
市
政
に
反
映
さ
せ
て
、「
安
心
の
市
川
」
を

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮

本
　

均
（50）

公

明

党

新

田

２

～

14

～

16

（
３
７
９
）１
２
６
２

　

市
議
と
な
っ
て
二
年

半
。
障
が
い
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
防
災
対

策
、
外
国
籍
児
童
生
徒
の
教
育
、
市
職
員
の
雇
用

問
題
等
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
当
事
者
と
手
を
た
ず
さ
え
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
市
民
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
体
力
・
気
力
・

知
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

石
原
美
佐
子

（46）

市
民
連
合
・
あ
い

南
大
野
３
～
24
～
12
～
５
０
６

（
３
３
７
）０
８
６
５

　議員は、お祭りへの寸志、スポーツ大会への差し入れ、近所へのお祝いなどの寄附を

することや、年賀状等の時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）を出

すことが公職選挙法で禁止されています。

　また、議員に対する寄附の勧誘・要求も禁止されています。

議員の寄附や年賀状は公職選挙法で
禁止されています。

　

こ
の
春
愈
々
市
川
駅

南
口
再
開
発
事
業
の
全

て
が
完
成
、
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
新
し
い
街
の

誕
生
で
す
。
千
葉
光
行
前
市
長
の
大
英
断
・
権
利

者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
協
力
と
市
職
員

の
献
身
的
努
力
の
集
大
成
で
す
。
こ
れ
か
ら
周
辺

商
店
街
の
再
整
備
・
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
私

も
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

金

子
　

正
（66）

み
ら
い
・
つ
ば
さ

市
川
南
３
～
12
～
Ｂ
～
２
２
０
９

（
３
２
１
）２
９
４
０

　

本
年
も
市
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
為
、
防

犯
・
防
災
対
策
の
充
実
、
子
育
て
支
援
と
高
齢
者

対
策
な
ど
福
祉
の
充
実
、
教
育
問
題
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
街
づ
く
り
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
し
て
「
一
人
の
人
を
大
切
に
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
市
民
の

〝
生
活
を
守
り
抜
く
〟
為
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
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